




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































-fｌｉｌ１ｍ Ｗ２ 、梯1ｍ 
／象徴表象､｡、
形の＄
280 
のだ，ということにあるだけである。そのかぎりでは，金の章標は或る価
値量を含む金の章標であるので，そこから，金の章標であるものは，また
ぐ価値章標＞とも言われる。紙幣もまた価値章標である（第39図)。
〔国家紙幣〕ここで〈紙幣＞と呼んでいるのは，ただ，〈強制通用力＞
(それで支払われれば受け取らなければならないという強制力）をもつた
く国家紙幣＞だけである。無価値な紙券が貨幣章標として流通するために
は，それを金の象徴と認める商品所持者たちの共通の意志が必要なので，
国家が法によって，強制通用力というかたちで，紙券に客観的に社会的な
妥当性を与えるのである。一見すると，紙券はただ強制通用力という国家
による強制によってだけ流通するかのように見えるが，実際には，流通手
段としての貨幣が自立化されて，金属実体から分離された機能的な存在様
式を受け取ることができるところにその流通の根拠があるのであって，強
制通用力は，その象徴性を社会的に保証するものにすぎない。価値章標と
しての紙幣は，商品流通そのものが生み出すものであって，人びとの合意
や国家意志によって生み出されるものではないのである。
〔その他の「紙幣｣〕ふつうわれわれが〈紙幣＞と呼んでいるものには，
このほかに銀行券がある。銀行券とは，もともとは，発行銀行がそれをそ
の券面に書かれている貨幣量と無条件に交換する（免換する）ことを約束
した紙券であった。このような〈免換銀行券＞は，信用制度あるいは銀行
制度という，ここではまだまったく論じることができない高度に複雑な資
本主義的機構のもとで生まれてくるものであるから，本格的には，信用制
度あるいは銀行制度を論じるところで説明することにしよう。しかし，国
家紙幣が流通手段としての貨幣の機能から生じるのにたいして，銀行券の
流通の根拠は，のちに見る支払手段としての貨幣の機能にあるので，支払
手段のところでも，銀行券に簡単に触れるであろう。
なお，資本主義の発展のなかで，銀行券の発行は一国の中央銀行に集中
され，しかも党換が一般的に停止されて，流通している銀行券はもっぱら
<不換銀行券＞になってしまった。このような状態を〈不換制＞と呼ぶが，
貨幣の機能２８１
不換制とそのもとでの不換紙幣も，基本的には，中央銀行制度を含む銀行
制度一般についての理解なしに説明することはできないので，信用制度を
見るところで触れることにしよう。ただ，不換銀行券は国家紙幣と共通の
性格をもっており，不換銀行券の流通下でのインフレーションは国家紙幣
の流通下でのインフレーションと共通の性質をもつので，のちに項をあら
ためて，必要なかぎりの言及を行なうことにする。
要するに，ここで紙券として国家紙幣だけを取り上げたのは，これだけ
が，金属貨幣が流通を媒介している単純な商品流通そのものから生まれて
くる紙券であって，それ以外の，免換銀行券，不換銀行券，等々は，社会
的生産過程のもっと高度な部面，つまり資本主義的な生産過程のもとで形
成される信用制度に属するものだからである。
（未完）
（1994年１月８日）
